
寶

か
ら
見
る

代
後
期
か
ら
淸
代

期
の
碧
霞
元
君
信
仰

二

ノ

宮

聰

は
じ
め
に

碧
霞
元
君
は
、
泰
山
の

神
で
あ
る
東
嶽
大

の
娘
と
言
わ
れ

る
神
で
あ
り
、
子
孫
繁
榮
、
病
氣
平
癒
、
心
願

就
な
ど
人
々
の

日
常
生
活
に
寄
り
添
っ
た
願
い
を
か
な
え
る
と
さ
れ
る
。
な
か
で

も
子
孫
繁
榮
や
求
嗣
に
靈

が
あ
る
と
い
わ
れ
、
子
ど
も
を

む

女
性
を
中
心
に
篤
く
信
仰
さ
れ
、
現
在
で
も
華
北
を
中
心
に

ん

に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
碧
霞
元
君
の

源
は
、
北

の
眞
宗
皇

が
泰
山
山
頂
に
祀
ら
れ
る
玉
女
像
に
「
天
仙
玉
女
碧
霞
元
君
」
の

號
を
授
け
た
こ
と
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
る１

）。
そ
の
後
、

代
に
な

る
と
各
地
で

ん
に
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
信
仰
さ

れ
た
地
域
は
、
泰
山
一
帶
だ
け
で
な
く
、
華
北
地
域
を
中
心
に
各

地
で
見
ら
れ
、
特
に
北
京
で
は

代
に
信
仰
が
傳
播
す
る
と
、

は
貴
族
の

女
を
中
心
に
受
け
入
れ
ら
れ
家
廟
で
祀
ら
れ
て
い

た
が
、

第
に
民
衆
へ
と
廣
が
り
、
淸
代
後
期
か
ら
民
國
時
期
に

な
る
と
各
地
で
廟
會
が
開
催
さ
れ
信
仰
活
動
の

期
を

え
る
。

一
般
に
碧
霞
元
君
は
目
の
病
氣
を
癒
や
す
眼
光
娘
娘
、
子
を

む

に
子
寶
を
授
け
る

子
娘
娘
を
左
右
に
從
え
、
三
體
一
組
で

祀
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
子
授
け
の
神
で
あ
る
子
孫
娘
娘
や
天

然
痘
な
ど
の
病
氣
を
治
す
斑
疹
娘
娘
な
ど
を
加
え
、
五
體
一
組
、

七
體
一
組
な
ど
、
場

に
よ
っ
て

々
な
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
北
京
の
人
び
と
は
親
し
み
を

め
九
娘
娘
と
呼
び
、

二
七

寶

か
ら
見
る

代
後
期
か
ら
淸
代

期
の
碧
霞
元
君
信
仰



廟
で
の
信
仰
活
動
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
で
の
ま
じ
な
い
に
も

登
場
す
る
な
ど
、
人
々
の
生
活
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
神
で
あ

っ
た２

）。
こ
う
し
た
碧
霞
元
君
信
仰
に
關
す
る

究
は
、
一
九
二
五
年
に

北
京
大
學
の

剛
を
中
心
に
實
施
さ
れ
た
妙
峯
山
碧
霞
元
君
廟

會

査
が
一
つ
の
集
大

と
言
え
る
。
妙
峯
山
は
北
京
の
西
北
お

よ
そ
五
十
キ
ロ
に
位
置
し
、
山
頂
に
碧
霞
元
君
廟
が
座
す
。
こ
こ

の
廟
會
は
か
つ
て
華
北
地
域

大
の
碧
霞
元
君
廟
會
と

さ
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

年
の
碧
霞
元
君
に
關
す
る

究
を
み
る
と
、

北
京
を
中
心
に
各
地
の
信
仰

況
に
つ
い
て

ん
に

究
さ
れ
て

い
る
が
、
大
部
分
が

剛
の

査

料
を
用
い
、
碧
霞
元
君
の

由
來
や
當
時
の
廟
會
の

子
を

討
し
て
い
る
。
ま
た
、

年
復

興
さ
れ
た
廟
會
の

査
報

な
ど
も
見
ら
れ
る
。

剛

料
の

ほ
か
、

な
ど
を
用
い
た

究
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
の

究
も

ほ
ぼ

剛
の

料
に
基
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
使
用
す
る

料
の
多
く
は
淸
代
後
期
か
ら
民
國
時
期
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、

そ
れ
を
基
礎
に

究
が

め
ら
れ
て
き
た
。

一
方
、

代
中
期
か
ら
淸
代
中
期
に
か
け
て
の

究
で
は
、

史
學
な
ど
を
中
心
に
多
く
の

果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た

究
は
、
碧
霞
元
君
の
來

や
、
碧
霞
元
君
廟
の

史
な
ど

々
あ

る
。
他
に
も
澤
田
瑞
穗
「
泰
山
香

考
」
で
は
、

代
の
泰
山
は
、

す
で
に
東
嶽
大

よ
り
も
碧
霞
元
君
が
信
仰
の
中
心
と
な
り
、
非

常
に
多
く
の
參
詣

が
山
頂
の
碧
霞
祠
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が

べ
ら
れ
る３

）。
し
か
し
、
こ
う
し
た

究
の
多
く
は
、
泰
山
や

邊

地
域
の

子
、
東
嶽
大

や
參

の
こ
と
が
中
心
に

べ
ら
れ

て
お
り
、
碧
霞
元
君
そ
の
も
の
や
、
神
格
の
變

に
着
目
し
た

究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
本

で
は
、

代
中
期
か
ら
淸
代

期
に
か
け
て
の
碧

霞
元
君
の
神
格
や
職
掌
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
に
作

さ
れ
た
碧

霞
元
君
に
關

す
る
寶

を
用
い
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
碧
霞
元
君

を
手
掛
か
り
と
し
て
、
碧
霞
元
君
信
仰
の

期
の

相
を
探
っ
て

み
た
い
。一

、
二
つ
の
碧
霞
元
君
經
典

碧
霞
元
君
に
關
す
る

の
經
典
は
『
太
上
老
君

天
仙
玉
女

碧
霞
元
君
護
世
弘
濟
妙
經
』（
以
下
『
弘
濟
妙
經
』）
と
『
元
始
天

二
八

寶

か
ら
見
る

代
後
期
か
ら
淸
代

期
の
碧
霞
元
君
信
仰



碧
霞
元
君
護
國
庇
民

濟
保
生
妙
經
』（
以
下
『
保
生
妙
經
』）

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
經
典
は
そ
れ
ぞ
れ
二
千
字

度

と
短
く
、
し
か
も
寶

で
は
な
い
。
し
か
し
、
碧
霞
元
君
の
名
を

冠
し
た

も
古
い
經
典
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
い
。

そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
二
つ
の
經
典
の

容

討
す
る
こ
と
で
、

期
の
碧
霞
元
君
に
對
す
る

識
を
確

し
た
い
。

二
つ
の
經
典
は
、

後
二
、
三
年
の

に
相

い
で
作

さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
弘
濟
妙
經
』
は
も
と
も
と
、
泰
山
山

頂
の
碧
霞
靈
應
宮
に
奉
じ
ら
れ
た
銅
鐘
の
銘

で
あ
る
。
一
六
一

四
年
に
山
頂
に
靈
應
宮
が
敕
建
さ
れ
た
際
に
つ
く
ら
れ
た
。
銘

に
は
御
馬

等
衙
門
太

張
忠
、

眞

士

玄
貞
な
ど
八
名
の

名
が
刻
ま
れ
る
。
一
方
の
『
保
生
妙
經
』
は
、『
續

藏
』
に
收

さ
れ
る
。
作

や
詳
し
い

立
年
代
は
不

で
あ
る
が
、

洪

武
年

か
ら
萬

四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
の

に
作
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る４

）。
ま
ず
二
つ
の
經
典
か
ら

代
後
期
の
碧
霞
元

君
に
對
す
る

識
を
み
て
い
く
。

に
あ
げ
る
三
つ
の

料
は
『
弘
濟
妙
經
』
の

頭
部
分
で
あ

り
、

續
し
た
記
載
で
あ
る
。

爾
時
太
上
老
君
於
永
壽
二
年
三

三
日
、
在
與
王
屋
洞
天
、

集

天
仙

、
大
會

法
。
忽
然
東
方
祥
雲
瑞
霞
、
異
味
馨

香
、
仙

亮
、

旬

、
鶴
駕
羽

、
執

晶
簾
、
將

臨
法

。

駕

雲
、
簾

忽
、
現
一
女
仙
。
雲
肩
羽

衣
、
錦
繡
霞

、
登
雲
珠
履
、
百
寶
翠
冠
。
從
容

、

詣

、
稟
圭
長
跪
、
上
白
天

言
曰
、
臣

西
天
斗
母

元

發
現
、
金
蓮

生
吾
身
。

岱
嶽
、
修

年
久
、

如

興
、
幸
逢
正
果
。
功

合
、
感
蒙
保
奏
。
受
敕
天

仙
玉
女
碧
霞
護
世
弘
濟
眞
人
。
永
鎭
泰
山
、
助
國
裕
民
、
濟

厄
救
險
、
賞
功
伐
罪
。
自
受
敕
命
、
不
得
有
怠
。
按
日

察
、

山
之
圍
、
地
獄
之
根
。
自
計

、

血
湖
、
冤
魂
受

報
、
日
夜
無
休
。
血
湖
罪
苦
、
盡
是
女
魂
。
飢

火
炭
、

熔
銅
、

居

圭

、
熱
處
炎
烽
、
百
端
異
拷
、
有
入
無
出
。

爲
何
因

５
）。

碧
霞
元
君
は
も
と
も
と
、
斗
母
の
氣
を
受
け
、
金
蓮
が

生
し

て
生
じ
た
神
で
あ
り
、
泰
山
で
の
修
行
の
後
、
天
仙
玉
女
碧
霞
護

世
弘
濟
眞
人
に
封
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
泰
山
の
神
と
し
て
、
國
や

二
九

寶

か
ら
見
る

代
後
期
か
ら
淸
代

期
の
碧
霞
元
君
信
仰



民
を
助
け
、
功
績
に
報
い
罪
に
罰
を
與
え
た
。
さ
ら
に
地
獄
の
神

と
し
て
、
死
後
の
魂
を
管
理
す
る
。
こ
う
し
た
職
掌
は
、
碧
霞
元

君
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
東
嶽
大

や
泰
山
府
君
の
影

が

い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で

目
す
べ
き
は
、
斗
母
の
氣
を

受
け
、
太
上
老
君
か
ら
碧
霞
元
君
に
民
衆
救
濟
の
敕
命
が
下
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
高
位
の
神
仙
と
直
接

な
關
わ
り
を
示
す

こ
と
で
位
の
高
さ
を
際
立
た
せ
、
他
の
神
仙
で
は
な
く
、
碧
霞
元

君
が
民
衆
を
救
濟
す
る
こ
と
の
正
當
性
を

し
て
い
る
點
で
あ

る
。
こ
れ
に
續
き
、
太
上
老
君
が

べ
る
。

老
君

曰
、
岱
嶽
雖
獄
、
乃
是
男
女
在
世
之
時
、
忠
孝
仁
義

平
等
慈
善

犯
之
罪
、
命

而
經
不
行
拷
掠

生

。

獄
、
皆
爲

天

地
、

君

親
、

行

、
傾
巢

伐
蟄
、

生

命
、
積

咎
、
重
若
泰
山
、
死
經
司
獄
、

業

報
對
。
上
有
日
限
、

興
善
功
、
計

由
之
。
血
湖
等

獄
、
皆
因
女
人
坐
褥
之
時
、
血
汚
沖
天
、
洗
濯

衣
、
穢

江
河
、

犯

宮
。
務
民
取
水
、
一
備
作
供
、
褻

神
祇
、

之
際
、
有

三
光
。
因

、
干
犯
炎
君
。
積

咎
、
重
若
泰
山
、
死

地
獄
、
萬
劫
受

、
永
無
出
期
。
敕

符

、
永
不
經
被
。
天
仙

言
曰
、
憫
念
憂
苦
願
賜
經

憐６
）。

太
上
老
君
は
、
人
々
が
死
後
に
地
獄
に
落
と
さ
れ
刑
罰
を
受
け

る
こ
と
に
つ
い
て

べ
る
。
生

に
「
忠
、
孝
、
仁
、
義
、
平
等
、

慈
善
」
な
ど
人
の
行
う
べ
き

を

え
て
も
、
死
後
に
刑
罰
を
う

け
る
こ
と
は
な
く
、

地
獄
で
は
、
善
功
を
積
む
こ
と
で
、
そ

の

ち
は
帳

し
と
な
る
。
だ
が
、
女
性
の
生
理
現

や

さ
の

た
め
に

に
火
を
焚
く
な
ど
、
生
活
で
の
當
然
の
行
爲
が
罪
と
さ

れ
、
人
々
は
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
事
に
對
し

て
、
碧
霞
元
君
は
彼
ら
を
救
濟
す
る
慈
悲
を
賜
る
こ
と
を
願
い
出

る
。

老
君

曰
、
授
汝
如

法

、
如
宜
爲
之
。
世

若
有
孝
子

順
孫
、
慾

先

、
虔
修
善
功
、
沐
浴
齋
戒
、
恭

高
行

士
、
或
一
或
二
、
或
三
或
五
、
於
家
就

、
嚴

敬
愼
、
看

誦
此
經
、
或
千
或
萬
、

苦
俱

。
洗
滌
罪

、
靑
姑
變
善
、

三
〇

寶

か
ら
見
る

代
後
期
か
ら
淸
代

期
の
碧
霞
元
君
信
仰



河

池
、
幽
爽

魄
、
承
經
托

。
若
人
缺
嗣

世
、
虔

求

、
看
念
此
經
、
便
生
福
德
智

之
男
、

慾
爲
女
、

便
生
端
正
有
相
之
女
。
若
爲
壽
爲
災
爲
官
爲
訟
爲
妖
、
嚴

敬
愼
、
無
不
感
應
。
臨
險
之
時
、
心
禱
昧

、

爲
護
持
。

或
有
善
男
信
女
、
印

散
施
、

心
供
奉
、
如
求
如
願
、

以
。
不
論
高

、
一
時
同
仁
。
凡

善

、
比
賜
庇
佑７

）。

太
上
老
君
は
、
碧
霞
元
君
に
『
弘
濟
妙
經
』
を
授
け
る
に
あ
た

り
、

先
を
模
範
と
し
て
眞
摯
に
善
行
に
努
め
る

、
家
を

ぐ

が
お
ら
ず

く
子
供
を
願
う

、
何
か
し
ら
の
目

の
た
め
に

み
ず
か
ら
の
行
い
を
嚴
し
く
愼
む

な
ど
は
救
濟
す
べ
き
で
あ
り
、

『
弘
濟
妙
經
』
を
讀
誦
さ
せ
救
濟
す
る
よ
う
傳
え
る
。
こ
れ
ら
民

衆
救
濟
の
職
掌
の
な
か
で
も
嗣
子
を
授
け
る
と
い
っ
た
「
子
授

け
」
は
、
現
在
の
碧
霞
元
君
信
仰
の
中
心

職
掌
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
數
あ
る
救
濟
行
爲
の
一
つ
に

ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
民
衆
救
濟
行
爲
は
、
碧
霞
元
君
に
限
ら
ず
、
多
く
の
神
々
が
お

こ
な
う
あ
り
ふ
れ
た
行
爲
で
も
あ
る
。

で
は

に
『
保
生
妙
經
』
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
も
『
弘
濟
妙

經
』
と
同

に
、
碧
霞
元
君
が
人
々
を
救
濟
す
る
こ
と
が

べ
ら

れ
る
。爾

時
、
元
始
天

駕
幸
始
靑
上
境
、
碧
玉
瓊
臺
陞
自
然
百
寶

法
座
、
爲

侍
眞

一
元
妙

至
玄
上

。
是
時
、
天

光

暎
萬
天
、
仙

自
鳴
。
天

徧
滿
、
異
香
飛
揚
。

天

、

三
界
群
眞
、
雲
集
臺
下
。
作
禮

畢
、
環
拱
座

、
咸

法
。
時
有
五
嶽

、
四

貢
寶
。
班
集
中
有
一
眞
人
、
名

曰
鬱
羅
、
出
班
端
跪
、
上
白
天

曰
、
臣
昔
宿
何

、
得
侍

玉
陛
。
幸
聞
至

、
深
荷
恩
慈
。
治

司
、
愚

未
悟
。

切
以
下
界
生
民
、
生
生

、
各
有
神
司
、

天
人
、
悉

由
東
嶽
碧
霞
元
君
、
亦

泰
山
、
證
位

何
、
願
聞

因８
）。

し
か
し
、
碧
霞
元
君
が
民
衆
を
救
濟
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
鬱

羅
眞
人
が
あ
ま
た
の
神
仙
の
中
か
ら

み
出
て
、
な
ぜ
碧
霞
元
君

が
そ
の
地
位
に
あ
る
か
、
そ
の
因

を

ね
る
。

天

曰
、
善
哉
斯
問
。
汝
復
其
位
、
吾
爲
宣

。
天
地

、
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五
嶽
莫
方
、
萬
物
生
春
、
萬

始
東
、
東
嶽

生
、

理
元

工
。
上
古
生
人
、
稟
性
貞
良
、
克

忠
孝
、
生
而
多
壽
、
死

而

生
、
元
無

、
無
復
幽
冥
、
不
失
本
眞
、

生
善

。

末
世
人
民
、
行

古

、
心
生
巧

。
不
忠
君
王
、
不
孝
父

母
、
不
敬
師
長
、
不
友
兄
弟
。
恃

凌

、

行

奪
。

姦
淫
、
褻

三
光
、
不
懼
神

。

有

女
、

知
宿
世

因

。
今
受
如
是
身
命
、
不
自

悟
、

貪

。
慾
富

貧
、

天
恨
地
。

慢
公
姑
、
欺
辱

。

爲
不
仁
、
作

兒
女
。
淫
祀

神
、

行
咒
詛
。
爲

種
種
、
報
對
無
停
。

是
時
元
君
已
證
太
一
靑
玄
之
位
、

見

生
受
此
況
淪
、
悲

慈
不
已
。
爲

女
流
、

度
群
生
。
於
四

十
八
日
、
分
眞

、
現
是
慈

。

降
泰
山
、
靜
居
上
境
、
復

元
眞
、

功

億
劫
。
慈
光
洞
照
、
徧
徹
幽
微
。
應
九

以
生
生
、
體

一
元
而

。
神
功
莫
測
、

德

量
。
惠
溥
天
民
、
傾
土

仰
受
命
玉

、
證
位
天
仙
、
統
攝
嶽
府
神
兵
、
照
察
人

善

罪
福
、
照
報
感
應

彰９
）。

現
在
の
世
の
中
は
、
人
々
は

を

え
、

い
や
不
仁
が

行

し
て
い
る
。
そ
こ
で
碧
霞
元
君
は
、
こ
の

れ
た
世
の
中
で
苦
し

む
人
々
を
哀
れ
む
慈
悲
の
心
が
人
一
倍

く
、
み
ず
か
ら

み
出

て
下
界
に
降
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
元
始
天

の

言
葉
や
玉

か
ら
命
を
授
か
る
こ
と
で
、
碧
霞
元
君
の
行
爲
の
正

當
性
や
神
格
の
高
さ
が

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
つ

目
し
た
い
點
と
し
て
、

料
の

後
に
碧
霞
元

君
が
嶽
府
の
神
兵
を
統

し
、
人

の
善

罪
福
を
照
察
す
る
と

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
來
、
冥
界
神
で
あ
る
東
嶽
大

（
泰
山
府
君
）
の
職
掌
で
あ
る
が
、
碧
霞
元
君
が
代
わ
り
を

っ

て
い
る
。
こ
れ
は
碧
霞
元
君
の
救
濟
行
爲
の
正
統
性
を
示
す
こ
と

よ
り
も
、
泰
山
神
と
し
て
の
職
責
を
碧
霞
元
君
に

わ
せ
る
こ
と

で
、
泰
山
を
代
表
す
る
神
は
碧
霞
元
君
で
あ
り
、
東
嶽
大

よ
り

も
高
位
に
あ
る
こ
と
を

識
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

代
後
期
に
な
る
と
碧
霞
元
君
に
對
す
る
信
仰
は
泰
山
一
帶
な
ど

特
定
の
地
域
で
は
非
常
に
流
行
し
東
嶽
大

を
凌
ぐ
ほ
ど
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
地
域
は
限
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り

泰
山
神
に
對
す
る
民
衆
の

識
は
、
東
嶽
大

を
頂
點
と
す
る
考

え
が
一
般

で
あ
り
、
碧
霞
元
君
は
東
嶽

下
の
一
神
に

ぎ
な
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か
っ
た
。
そ
こ
で
東
嶽
大

の
職
掌
を
碧
霞
元
君
に
移
す
こ
と
で
、

碧
霞
元
君
が
泰
山
を
代
表
す
る
神
と
な
り
、
泰
山
神
と
し
て
民
衆

救
濟
を
行
う
こ
と
の
正
當
性
を

し
、
人
々
に
名

を
廣
く
知

ら
し
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
行
爲
は
、
信

が

喧
傳
の
役

を

う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
民

の
敎
團
が
碧

霞
元
君
の
名

を
利
用
し
布
敎
に
利
用
し
た
こ
と
も
信
仰
の

大

に
一
役
買
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

稿
に
期
し
た
い
。

二
、
寶

に
み
ら
れ
る
碧
霞
元
君

碧
霞
元
君
に
關

す
る
寶

は
、『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』（
萬

年

）、『
天
仙

母
泰
山
源
流
寶

』（
嘉
靖
年

）、『
泰
山
天

仙

母
靈
應
寶

』（
康
熙
年

以

）、『
泰
山
苦

寶

』（
淸

）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

代
後

か
ら
淸
代

期
に
か
け
て
つ

く
ら
れ
た10

）。
こ
れ
ら
は
大
乘
敎
な
ど
民

敎
團
の
經
典
の
一
つ
で

あ
る
た
め
、
寶

名
は
碧
霞
元
君
の
名
を
冠
し
て
い
る
も
の
の
、

容
を
見
る
と
無
生
老
母
や
太
上
老
君
を

高
神
と
し
て
、
そ
の

下
で
碧
霞
元
君
が
人
々
を
救
濟
し
て
い
る11

）。
例
え
ば
『
天
仙

母

泰
山
源
流
寶

』
と
『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
は
西
大
乘
敎
で
重

さ
れ
た
經
典
の
一
つ
で
あ
り
、
敎
派
系
寶

と
さ
れ
る12

）。
ま
た
、

『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
は
、
張
員
外
の
妻
の
董
氏
が
私
財
を
投

じ
て
作

し
、
民

へ
の
流
布
が

も
多
い
碧
霞
元
君
寶

で
も

あ
る
。

こ
れ
ら
碧
霞
元
君
寶

の
構

は
、
基
本

に
は
ど
れ
も
同
じ

で

の

り
で
あ
る
。
天
上
世
界
に
い
る
碧
霞
元
君
は
、
下
界
の

人
々
が
種
種
の
困

や
苦

に
苦
し
む

を
哀
れ
に
思
い
、
み
ず

か
ら
願
い
出
て
下
界
に
降
る
。
人
界
に
下
り
た
碧
霞
元
君
は
、
各

地
を

り
困

に
直
面
し
て
い
る
人
々
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
、

に
す
べ
て
の
人
々
を
救
濟
し
て
、

び
天
上
世
界
へ
と

っ
て
く
る
。
寶

に
よ
っ
て
、
碧
霞
元
君
が
人
々
を
救
濟
す
る
も

の
、
人

の
娘
が
修
行
に
よ
り
天
界
に
の
ぼ
り
碧
霞
元
君
と
な
る

ま
で
の

に
重
き
を
置
く
も
の
な
ど
重
點
を
置
く
部
分
は
異
な

る13
）。ま

た
、
寶

と
い
う
特
性
か
ら
し
て
も
、
こ
こ
に
描
か
れ
る
碧

霞
元
君
は
敎
團
の
敎
理
に
基
づ
い
た
脚
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

少
な
か
ら
ず
當
時
の
民

で
の
信
仰

況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
寶

に
描
か
れ
る
碧

霞
元
君
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
で
、
當
時
の
民

で
の
信
仰
の

子
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

の

料
は
『
靈
應
泰
山
娘

娘
寶

』
第
一
品

頭
に

べ
ら
れ
る
碧
霞
元
君
の
出
自
に
關
す

る
記

で
あ
る
。

夫
泰
山
娘
娘

、
天
仙

母
、
碧
霞
元
君
、
鎭
守
泰
山
、
感

動
天
下
、
善
男
信
女

香
、
不
知
當

根
立
地
。
原
是
西

牛
賀
洲
昇
仙
庄
、
金
員
外
母

氏
、
娘
娘

體
授
胎
、
三

吃
齋
、
七

悟
徹
心

、
聰

智

、
智
廣
才
髙
、
萬
法
皆

、
感
天
子
取
坐
昭
陽
、
娘
娘
願
不
戀
皇
宮
、
被
父
母

出

昇
仙
庄
、
信

行
、
來
到
東
土
泰
山
、

姓
埋
名
、
苦
修

三
十
二
戴
、
亦
得

心
見
性
神

廣
大
、
指
山
山

、
指
水

水
冽
、
呼
風
風
至
、
喚
雨
雨
來
、
降
妖
滅
怪
、
無

不

、

慈
愍
故
、
慈
愍
故
、
大
慈
愍
故
、
信
禮
常

三
寶14

）。

『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
で
は
、
金
員
外
の
娘
が
泰
山
で
の
修

行
を
經
て
昇
仙
し
て
碧
霞
元
君
と
な
っ
た
。
民

の
娘
が
修
行
の

末
に
昇
仙
を
果
た
し
碧
霞
元
君
に
な
る
と
い
う
故
事
は
、
碧
霞
元

君
傳
承
で

も
よ
く
見
ら
れ
る
故
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
以

外
に
も
碧
霞
元
君
の
出
自
に
關
す
る
傳
承
は

々
あ
り
、
未
だ
に

定

は
な
い
。
例
え
ば

炎
武
は
『
山
東
考
古

』
に
お
い
て
出

自
故
事
を
四
種

に
整
理
す
る
。
一
、
東
嶽
大

の
娘
。
泰
山
山

頂
の
玉
女
池
に
祀
ら
れ
る
玉
女
像
が
後
に
碧
霞
元
君
に
封
じ
ら
れ

た
。
二
、
華
山
の
玉
女
が
泰
山
へ
や
っ
て
き
て
碧
霞
元
君
と
な
っ

た
。
三
、

が
泰
山
に

わ
し
た
七
人
の
仙
女
の
一
人
が
碧
霞

元
君
と
な
っ
た
。
四
、
民

の
娘
が
修
行
を
經
て
昇
仙
し
て
碧
霞

元
君
と
な
っ
た
。
こ
の
民

の
娘
が
誰
な
の
か
に
つ
い
て
も
多
く

の
故
事
が
あ
る15

）。
上
に
引
い
た
『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
で
は
金

員
外
の
娘
で
あ
る
が
、『
天
仙

母
泰
山
源
流
寶

』
で
は
、
安

國
の
公

で
あ
る
千

と
さ
れ
る
。

容
は
、

老
母
を
話
の

中
心
に
据
え

め
ら
れ
る
。

老
母
は
苦
し
む
人
々
を
救
濟
す

る
た
め
に
、
長
安
國
の
公

で
あ
る
千

に
轉
生
し
人

界
に
赴

く
。
千

は
世
の
中
に
は
困

に
苦
し
む
多
く
の
人
々
が
い
る
こ

と
を
知
り
、
公

の
立
場
を

て
人
々
を
救
濟
す
る
こ
と
を
決

し
修
行
の

に
出
る
。
そ
し
て
十
二
年
に
お
よ
ぶ
修
行
の
中
で
困
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に
直
面
す
る
多
く
の
人
々
を
救
濟
し
、
つ
い
に
人
々
の
救
濟
を

え
昇
仙
を
果
た
す
。
昇
仙
後
、

び
天
宮
に

っ
た

老
母

は
泰
山
を
掌
り
、
天
仙

母
娘
娘
（
碧
霞
元
君
）
に
封
じ
ら
れ
る
。

そ
の

子
は

の
よ
う
に

べ
ら
れ
る
。

老
母
、

佛
回
來
、

辭
玉

。
金
枝
佛
、
便

、

王
、
你
虔

久

、
苦
行
修
行
、
感
動
古
佛
、

到
我
天
宮
、

慶
赴

華
三
會
、
賜
與
你
執

掌

、
錦
繡

袍
、
寶
翠
珠

冠
、
蓮

寶
座
、
封
你
泰
山
掌
管
、
爲
天
仙

母
娘
娘
、
我

今
同
王
母

你
到
泰
山16

）。

こ
う
し
た
故
事
の

容
は
、

炎
武
が
紹
介
す
る
出
自
故
事
そ

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
上
世
界
の
神
が
人

に
生
ま
れ
變
わ

り
、
人

世
界
で
多
く
の
人
々
を
救
濟
す
る
と
い
う
故
事
は
、
碧

霞
元
君
傳

に
限
ら
ず
、
他
の
救
濟
譚
に
も
見
ら
れ
る17

）。
天
上
世

界
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
る
の
で
は
な
く
、
人

の
世
界
に
み
ず
か

ら
下
り
、
俗
塵
に
ま
み
れ
な
が
ら
人
々
と
共
に
苦

を
分
か
ち
合

い
克

し
て
い
く

を
見
て
、
人
々
は
神
に
對
し
て
よ
り
親
し
み

を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

代
後
期
か
ら
淸
代

期
に
か
け
て
の
華

北
地
域
、
特
に
北
京
一
帶
で
は
民

の
娘
に
由
來
す
る
碧
霞
元
君

故
事
が
廣
く
傳
播
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ

し
て
西
大
乘
敎
で
は
、
こ
れ
ら
民

に
廣
く
流
布
す
る
傳
承
を
寶

に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
故
事
の
基

本
構

は
定
ま
っ
て
い
る
が
、
派
生
し
た

容
も
ま
た
多
く
み
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
寶

に
み
ら
れ
る
碧
霞
元
君
の
呼

は
「
泰
山

娘
娘
」
や
「
天
仙

母
碧
霞
元
君
」
だ
け
で
な
く
、「
頂
上
娘
娘
」

や
「

娘
娘
」
な
ど

々
あ
る
。
こ
う
し
た
呼

は
現
在
で
も
見

ら
れ
る
。
複
數
の
呼

は
、
名

や
神
格
が
し
っ
か
り
固
定

さ

れ
る

に
各
地
に
信
仰
が
傳
播
し
た
た
め
地
域
に
よ
り
異
同
が
見

ら
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
人
々
の
生
活
に
深
く
受
け
入
れ
ら
れ
、

よ
り
身

に
感
じ
親
し
み
を

め
た
名

で
呼
ば
れ
た
が
ゆ
え
に

々
な
呼
び
名
が
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
信
仰
が

受
け
入
れ
ら
れ
る

で
地
域
の
信
仰
を
少
し
ず
つ

收
し
て
い

っ
た
結
果
、
各
地
域
で
神
格
や
職
掌
に
細
か
な

い
が
生
ま
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
五

寶

か
ら
見
る

代
後
期
か
ら
淸
代

期
の
碧
霞
元
君
信
仰



で
は

に
、
碧
霞
元
君
の
職
掌
を
み
て
い
き
た
い
。

の

料

は
、『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
第
一
品

頭
部
分
で
、
碧
霞
元
君

の
役

を
紹
介
し
て
い
る
。

天
齊

管
十
王

綜
管
陰

按
七
十

管
五
司

一
十
八
獄

管
天
下

府
州
縣

善
女
善
男

封
王
靈

山

管
元
帥18

）

「
天
齊
を

り
」、「
十
王
を
管
り
」、「
陰

を
總
管
す
る
」
と
あ

る
。
こ
こ
の
「
天
齊
」
と
は
東
嶽
天
齊

、
つ
ま
り
東
嶽
大

で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
碧
霞
元
君
は
泰
山
の

神
で
あ
る

東
嶽
大

さ
え
も

下
に
置
き
、
さ
ら
に
十
王
と
い
っ
た
冥
界
神

ま
で
も
從
え
、
泰
山
に
關
す
る
あ
ら
ゆ
る
神
を
管

し
て
い
る
。

だ
が
本
來
、
こ
の
役

は
泰
山
の

神
た
る
東
嶽
大

（
泰
山
府

君
）
の
役

で
あ
り
、
冥
界
神
と
し
て
の
東
嶽
大

が
泰
山
地
獄

を
管

す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
の
入
れ
替
わ
り
は
、

碧
霞
元
君
に
對
す
る
信
仰
が

ん
と
な
り
、
つ
い
に
は
東
嶽
大

を
も
凌
ぐ

況
が

こ
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。
實

際
、

代
後
期
に
は
、
碧
霞
元
君
參

の
た
め
に
泰
山
に
登
る
香

客
か
ら

收
す
る
香

（
入
山

）
が
縣
の
一
年

の

收
を
う

わ
ま
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た19

）。
ま
た
、

夢

『
醒
世
因

傳
』
第

六
十
八
、
六
十
九
回
は
、
村
の
女

が
集
團
で
泰
山
の
碧
霞
元
君

祠
ま
で
參

に
向
か
う

中
の
ど
た
ば
た
を
題
材
に
し
た
話
で
、

參
詣

で
ご
っ
た

し
熱
氣
の
あ
る
泰
山
や
碧
霞
元
君
祠
の

子

が
描
か
れ
る
。
こ
う
し
た
點
か
ら
も
、
泰
山
一
帶
で
の
碧
霞
元
君

信
仰
の
隆

ぶ
り
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
碧
霞
元
君
の
職
掌
や

位
の
高
さ
は
、
何
度
も
繰
り

さ
れ
る
。

古
佛

、
東
嶽
天
齊
領
着

神
你
去
泰
山
、
提

七
十
二

司
、
總
管

廟
宇
、

神
祇
、
十
王

參
、
各
司
獄

、

大
小
鬼
王
、

使
領20

）。

こ
の
古
佛
は
碧
霞
元
君
で
あ
る
。
碧
霞
元
君
が
東
嶽
大

に
命

じ
て
冥
界
の
神
々
を

管
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の

が
繰
り

さ
れ
る
こ
と
は
、
北
京
や
泰
山
一
帶
で
は
碧
霞
元

三
六
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君
は

ん
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
や
は
り
當
時
の
一
般

識
で
は
、
泰
山
の
神
と
い
え
ば
東
嶽
大

で
あ
り
、
碧
霞
元
君

は
東
嶽
大

下
の
一
人
の
神
に

ぎ
な
い
と
い
う

識
を

し

切
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
碧
霞
元
君
と
い
う
名

は
知
っ
て
い

る
も
の
の
、

體

神
格
や
職
掌
ま
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
碧
霞
元
君
が
高
位
の
神
仙
で

あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
碧
霞
元
君
が
東
嶽
大

に
命
を
下
す

と
い
う
記

を
あ
え
て
繰
り

し
、
人
々
に
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を

刷
り

ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
先
に
見
た
民

の
娘
が
昇
仙
し
た
と
い
う
傳
承
も
あ
る

よ
う
に
、
碧
霞
元
君
は
も
と
も
と
民
衆
の
信
仰
活
動
の
中
か
ら
誕

生
し
た
神
で
あ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
は
王

の
支
援
を
受
け
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
や
は
り
民

の
淫
祠

祀
の
神
で
あ
っ
た21

）。
つ

ま
り
民

で
の
信
仰
が

ん
で
は
あ
っ
て
も
神
格
は
低
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
太
上
老
君
や
元
始
天

か
ら
命
を
下
さ
れ
、
東
嶽
大

を
は
じ
め
多
く
の
神
々
を
從
え
る
描
寫
を
繰
り

す
こ
と
で
神

格
の
高
さ
が

さ
れ
た
。
民
衆
は
高
位
の
神
に

り
を
捧
げ
る

こ
と
で
、
よ
り
一

の
御
利

を
願
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
、
碧
霞
元
君
の
由
來
や
神
格
に
つ
い
て
見
て
き
て
、

多
く
が
東
嶽
大

の
職
掌
を
そ
の
ま
ま
引
き

い
で
い
る
こ
と
を

確

し
て
き
た
。
で
は
、

代
後
期
か
ら
淸
代

期
に
は
碧
霞
元

君
固
有
の
職
掌
は
未
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
般
に
、
淸
代
後
期
以
降
に
見
ら
れ
る
碧
霞
元
君
信
仰
で
は
、

心
願

就
、
病
氣
平
癒
、
子
孫
繁
榮
が

な
職
掌
で
あ
り
、
現
在

も
同

で
あ
る
。
特
に
か
つ
て
の
長
子
相
續
を
根
幹
と
し
て
い
た

相
續
制
度
や
二
〇
一
四
年
ま
で
續
い
た
一
人
っ
子
政
策
下
に
あ
っ

て
、
家
を

ぐ
男
兒
の
誕
生
は
人
々
が

も

く

む
願
い
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
碧
霞
元
君
を
語
る
上
で
子
孫
繁
榮
の

職
掌
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
寶

で
も
求
子
や

子
の
描

寫
は
し
っ
か
り
描
か
れ
る
。

話

母
娘
娘

下

天
星
斗
、
一
切
神
王
、
東
嶽
天
齊
十

羅
、
七
十
五
司
、
大
小
鬼

、
各
上

排
站
立
、
當
直

神
上
奏
、

母
娘
娘
、
天
下
男
女
、
多
有
不

、
有
財
缺
子
、

有
子
無
財
、
有
幾
家
高
門
高

、
無
子
求
子
、

母
殿

、

發
願
許
施
、
金

銀

、
金
娃
娃
銀
娃
娃
、

旛
掛

、

三
七
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求
子
嗣
、
准
也
不
准
、

母

我
、
我
不
用
財
寶
、
我
只
替

天
行

、
如
有
富
家
求
子
、
准

貴
子
賢
孫
、
改
換
門
庭
、

亦
不

、
也
是
實

22
）。

寶

で
は
、
碧
霞
元
君
の
神
格
を
高
め
る
記

が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
は

し
て
き
た

り
で
あ
る
。
一
方
、
寶

の
後

部
分

に
着
目
す
る
と
、
人
々
を
救
濟
す
る
描
寫
が

え
て
く
る
。
碧
霞

元
君
を
賴
り
救
い
を
求
め
る

に
は
、
貴
賎
富
貴
を
問
わ
ず
等
し

く
願
い
に
應
じ
る
。
特
に
『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
は
、
張
員
外

の
妻
の
董
氏
が
私
財
を
投
じ
て
嗣
子
を
求
め
る
た
め
に
作

さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
求
子
の
描
寫
は
多
い23

）。
ま
た
『
泰
山

母
苦

寶

』
に
は
求
子
だ
け
で
な
く
、
無
病
息
災
や
病
氣
平
癒
と
い
っ

た
碧
霞
元
君
の
多
く
の
職
掌
が
書
か
れ
る
。

こ
れ
は
寶

を
念
ず
れ
ば
得
ら
れ
る
功
德
で
あ
る
が
、
そ
の

容
は
一
家
安

、
健
康
長
壽
、
無
病
息
災
と
い
っ
た
日
常
生
活
で

個
個

宣
苦

母
慈
悲
保
平
安

爲
國

忠
宣
寶

民
安
國
泰
眞
平
安

爲
父

宣
苦

父
母
安

福
壽

爲
兒

宣
苦

兒
女
雙

得
團
圓

爲
名

宣
苦

登
凡
科
萬
古
傳

（
中
略
）

爲
病

宣
苦

災

病

無
有

（
中
略
）

爲
目

宣
苦

眼
光

亮

三
山

唖
叭

宣
苦

我
佛

照
他
會
言

兄
弟

宣
苦

九
世
同
居
得

平
安

宣
苦

天
賜
福
祿
保
平
安

壽
數

宣
苦

福
壽
齊

得
長

貧
窮

宣
苦

幅

壽
得
高

修
行

宣
苦

長
生
不
老
萬
萬
年24

）
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の
あ
り
ふ
れ
た
願
い
で
あ
り
、
さ
ら
に
目
の
病
氣
を
治
す
、
子
供

を
授
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も
書
か
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
願
い

は
、
い
ず
れ
も
碧
霞
元
君
の
職
掌
で
あ
り
、
碧
霞
元
君
信
仰
の
中

心

願
い
で
も
あ
る
。
ま
た
、
當
時
は
病
氣
に
か
か
れ
ば
命
を
落

と
す
可
能
性
は
現
在
よ
り
も
ず
っ
と
高
く
、
醫
療
技

も
不
十
分

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
求
子
だ
け
で
な
く
、
病
氣
平
癒
や
病
氣
豫

防
も
人
々
に
と
っ
て
身

な
願
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
民
衆

の
日
常
生
活
に
見
ら
れ
る
多
く
の
願
い
が
碧
霞
元
君
に
附
加
さ
れ

る
な
か
で
、

第
に
現
在
の
職
掌
が
定
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

の

料
も
『
泰
山

母
苦

寶

』
の
一

で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
碧
霞
元
君
の
職
掌
が
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
寶

に
描
か
れ
る
碧
霞
元
君
に
つ
い
て

討
し
て
き

た
。
當
然
の
事
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
寶

に
描
か
れ
る

容
で
あ

る
た
め
、
一
定
の
脚
色
や
恣

表
現
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う
點
を
考
慮
す
る
必

が
あ
る
。
だ
が
、
當
時
の
民

で
の
信
仰

況
を
一
定

度
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
の
頃

の
碧
霞
元
君
の
職
掌
は
、
現
在
の
よ
う
に
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
人
々
の
あ
ら
ゆ
る
苦

を
救
濟
す
る
、
民
衆
生
活
に
寄
り

添
っ
た
神
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

母
感
動

天
下

男
女
思
想

母
面

有

禱

金
身
現

萬
事
亨

保
平
安

冤
枉

求
天
仙
母

報
與

母

修
行

求
泰
山
母

靈
光

照
不
黑

（
中
略
）

貧
窮

求
天
仙
母

天
賜

金
得
高

缺
少
兒
女
求

母

差
子
孫

兒
男

（
中
略
）

凶
險

求
天
仙
母

逢
凶

吉
得
安
然

產

求
泰
山
母

老
母
保
護
無
災

25
）
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こ
う
し
た
民
衆
の
日
常
生
活
で
の
あ
り
ふ
れ
た
願
い
を
か
な
え

る
か
ら
こ
そ
、
碧
霞
元
君
は
人
々
に
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ
、

ん

に
信
仰
さ
れ
て
い
っ
た
。
民
衆
に
と
っ
て
國
家
の
守
護
や

の

加
護
と
い
っ
た
大
き
な
願
い
よ
り
も
、
目
の

の
一
日
一
日
を
大

な
く
無
事
に

ご
す
こ
と
こ
そ
が
何
よ
り
重

で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
日
常
生
活
の
あ
り
ふ
れ
た
願
い
を
叶
え
る
碧
霞
元
君
が
廣

く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
北
京
の
碧
霞
元
君
廟
と
祀
神

こ
こ
ま
で
碧
霞
元
君
の
神
格
や
職
掌
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

代
後
期
以
降
、

ん
に
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
碧
霞
元
君
で

あ
る
が
、
實
際
の
廟
で
は
ど
の
よ
う
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
か
。
こ

こ
で
は
特
に
信
仰
活
動
が

ん
で
あ
っ
た
北
京
の
廟
を
例
に
見
て

い
き
た
い
。

現
在
の
碧
霞
元
君
は
、
眼
光
娘
娘
と

子
娘
娘
を
左
右
に
從
え

た
三
體
一
組
を
基
本
と
し
て
廟
に
祀
ら
れ
る
。
廟
に
よ
っ
て
は
さ

ら
に
娘
娘
神
を
加
え
五
體
一
組
、
七
體
一
組
、
九
體
一
組
な
ど

々
な
組
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
複
數
の
娘
娘
神
の
組

み
合
わ
せ
は
寶

で
も
す
で
に
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
泰
山
娘
娘
（
碧
霞
元
君
）
を
筆
頭
に
、
眼
光
娘
娘
、

子
孫
娘
娘
、

子
娘
娘
、

生
娘
娘
、
催
生
娘
娘
、
斑
疹
娘
娘
の

計
七
體
の
娘
娘
神
の
名

が

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
娘
娘
神
は

各
々
が
固
有
の
職
掌
を
有
す
る
。
ま
た
、
王
母
娘
娘
は
西
王
母
で

南
無
泰
山
娘
娘

訶
薩

南
無
眼
光
娘
娘

訶
薩

南
無
子
孫
娘
娘

訶
薩

南
無

子
娘
娘

訶
薩

南
無

生
娘
娘

訶
薩

南
無
催
生
娘
娘

訶
薩

南
無
斑
疹
娘
娘

訶
薩

南
無
王
母
娘
娘

訶
薩

南
無
救
苦
救

靈
感

世

菩
薩

南
無
盡

空

法
界

現
未
來
佛
三
寶26

）
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あ
る
。
こ
こ
ま
で
碧
霞
元
君
は

獨
で

々
な
職
掌
を
有
す
る
萬

能
神
の
よ
う
に

べ
て
き
た
。
し
か
し
、
實
際
に
は
信
仰
の
早
い

段
階
で
碧
霞
元
君
を
支
え
る
娘
娘
神

が
登
場
し
て
い
た
事
が
わ

か
る
。
現
在
の
廟
宇
で
の
祭
祀

況
を
み
て
も
、
碧
霞
元
君
の
隣

に
は
複
數
の
娘
娘
神
が

置
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
陪
神
の
娘
娘
神
は

個
別
の
名

を
有
す
る
も
の
の
、
信
仰

容
と
し
て
は
陪
神
も
含

め
て
碧
霞
元
君
信
仰
で
あ
り
、
陪
神
が

神
と
し
て
廟
宇
で

獨

に
祭
祀
さ
れ
る
こ
と
は
、
筆

の
知
る
限
り
見
た
こ
と
は
な
い
。

先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
時
代
と
共
に
人
々
の
信
仰

容
が
多

し
て
い
く
に
つ
れ
、
碧
霞
元
君
一
人
で

て
の
願
い
を
叶
え
る

萬
能
神
で
あ
る
よ
り
も
、
人
々
の
願
い
を
よ
り
廣
く
受
け
止
め
る

た
め
に

確
な
職
掌
を
有
す
る
個
別
の
娘
娘
神
が
陪
神
と
し
て
登

場
し
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
一

は
『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
の
一

で
あ
る
。
先
に

べ
た
よ
う
に
『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
は
董
夫
妻
が
個
人

に

發
願
し
て
作

し
た
寶

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

容
は
、
董

夫
妻
に
は
長
い

子
供
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
家

に
祭
壇
を
設

け
、
頂
上
娘
娘
（
碧
霞
元
君
）、
眼
光
娘
娘
、

生
娘
娘
の
三
體

を
祀
り
嗣
子
を
願
う
。

話

娘
娘
、
設
立

場
善
度
大
地
男
女
且
不
表
、

京

、

有
一
老
長

、
董
氏
夫
人
、
夫

二
人
累

脩
福
、
不
能
脩

、
有
德
無
子
、
長

思
後
想
爲
人
在
世
、

其
後
代
樹

倒
無
陰
。
夫
人

、

流
痛
泪
、
高

夫

、
多
放

心
、

只

頂
上
娘
娘
、
有
靈
有

、
發
心
鑄

母
、
宅
中
供
敬
、

問
母
求
子
、
可
不
是
好
、
長

、
件
件
依
從
、
就

頂

上
娘
娘
、
眼
光
娘
娘
、

生
娘
娘
、
供
在
宅
中
、
永
不

心

香
禮

、

求
後
代
、
時
刻
香
火
不

、
信
受
頂
禮
、
時

時
不
放
、
常
常
如
是
、

無
一
刻
懈
怠
、
也
是
實

27
）。

に
子
供
を

む
の
で
あ
れ
ば
、
碧
霞
元
君
ま
た
は
子
授
け
を

掌
る

生
娘
娘
だ
け
を
家
庭

に
祀
れ
ば
よ
い
は
ず
だ
が
、
目
の

病
氣
を
治
療
す
る
眼
光
娘
娘
を
含
め
た
三
體
で
祀
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
人
々
の
信
仰
の
な
か
で
は
複
數
體
で
祀
る
こ
と
が
一

般

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
董
夫
妻
の
場
合
、
家
庭

に
祭
壇

を
設
け
た
た
め
に
多
く
の
神
像
を
置
く
こ
と
は
で
き
ず
三
體
な
の

四
一

寶

か
ら
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る

代
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期
か
ら
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期
の
碧
霞
元
君
信
仰



か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
北
京
の
東
嶽
廟
娘
娘
殿
で
は
か
つ
て
九

娘
娘
と
呼
ば
れ
る
九
體
の
娘
娘
神
が
祀
ら
れ
て
い
た28

）。
現
在
の
東

嶽
廟
に
は
娘
娘
殿
は
存
在
せ
ず
實
際
に
確

す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
同
じ
北
京
の
有
名
な
碧
霞
元
君
廟
で
あ
る
妙
峯
山
碧
霞
元

君
廟
に
は
五
體
、

髻
山
に
も
五
體
の
娘
娘
が
現
在
も
祀
ら
れ
て

い
る
。
他
の
碧
霞
元
君
廟
も

々
な
組
み
合
わ
せ
で
祀
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
で
き
る
。
例
え
ば
『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
に
は
、
當
時
の
北
京
で

名
で
あ
っ
た
碧
霞
元
君
廟
が
記
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
碧
霞
元
君
廟
の
中
で
も
東
頂
と
北
頂
、
さ
ら

に
馬
駒
橋
（
南
頂
）
は
特
に
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
西
頂

と
中
頂
と
を
合
わ
せ
て
五
頂
と
呼
ば
れ
た
。
東
頂
と
南
頂
は
淸
代

後
期
に
は
廟
宇
が

廢
し
て
し
ま
い
、
管
見
の
限
り

料
か
ら
も

當
時
祭
祀
さ
れ
て
い
た
娘
娘
神
を
確

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
北
頂
は
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ

殿
宇
が

建
さ
れ
、
現
在
は
碧
霞
元
君
、
眼
光
娘
娘
、
子
孫
娘
娘

の
三
體
が
祀
ら
れ
る
。
ま
た
、

髻
山
は
北
京
の
東
郊
に
位
置
し

て
お
り
、
淸
代
中
期
ま
で
は
北
京
で

大
規
模
の
碧
霞
元
君
廟
會

が
開
催
さ
れ
、
康
熙
皇

か
ら
は
扁
額
が
下
賜
さ
れ
、

年
の
廟

會
期

に
な
る
と
宮
中
か
ら
慶
賀
の
特
使
が
派

さ
れ
る
ほ
ど

名
な
碧
霞
元
君
廟
で
あ
る30

）。
現
在
の

髻
山
に
は
五
體
の
娘
娘
神

が
祀
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、

代
中
期
か
ら
淸
代

期
に
作

さ
れ
た
寶

に
描
か

三
頭
營

惟
東
頂

娘
娘
鎭
就

髻
山

惟
北
頂

度

生

在

州

修
廟
堂

度
男
女

馬
駒
橋

正
正

鎭

北
京

白
草

新
修

行
宮
殿
宇29

）
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れ
る
碧
霞
元
君
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
の
時
期
の
碧
霞
元
君
は

民
衆
の

い
支
持
を
受
け
信
仰
が
隆

を

え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

多
く
の
人
々
の

識
は
、
い
ま
だ
に
泰
山

神
の
一
人
に

ぎ
ず
、

東
嶽
大

や
泰
山
地
獄
を
管

す
る
神
と
い
う
印

と
は
切
り
離

さ
れ
ず
に
い
た
。
そ
の
た
め
寶

で
は
、
東
嶽
大

よ
り
神
格
が

上
で
あ
る
こ
と
を

識
さ
せ
、
元
始
天

や
太
上
老
君
、
さ
ら
に

無
生
老
母
と
い
っ
た

高
神
か
ら
直
接
、
泰
山
の
神
に
封
じ
ら
れ

る
こ
と
で
威
光
を
高
め
、
泰
山
の
神
と
し
て
人

を
見
守
り
、
苦

に
あ
え
ぐ
人
々
を
救
濟
す
る
こ
と
に
正
當
性
を
持
た
せ
た
の
で

あ
る
。

淸
代
以
降
、

第
に
こ
う
し
た
印

か
ら

却
し
て
い
き
、
眼

光
娘
娘
や
子
孫
娘
娘
を

い
、
子
孫
繁
榮
や
病
氣
平
癒
を
か
な
え

る
と
い
う
現
在
の
碧
霞
元
君
の
神
格
イ
メ
ー
ジ
が
形

さ
れ
固
定

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

１
）

馬
端
臨
『

考
』

九
十
郊
社
二
三
。
一
〇
〇
八
年
に
眞

宗
皇

が
泰
山
で
封
禪
を
お
こ
な
っ
た
際
、
山
頂
附

の
玉
女
池

で
玉
女
像
を
發
見
し
、
後
に
池
の
傍
ら
に
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

れ
が
碧
霞
元
君
と
な
っ
た
と
い
う
傳
承
。
同

の
話
は
王
之
綱

『
玉
女
傳
』
や
王

『
稗
史
彙

』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

2
）

民
衆
の
日
常
生
活
に
見
ら
れ
る
碧
霞
元
君
信
仰
に
つ
い
て
は

H
.Y
.L
o
w
e,

T
h
e
A
d
ven

tu
res

of
W
u
:
T
h
e
L
ife

C
ycle

of
a
P
ekin

g
M
an
”
V
ol.

1
,
2

P
ek
in
g
,
T
h
e
P
ek
in
g
,

C
h
ro
n
icle

P
ress,

1940
a
n
d
1941

）に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本

書
は
一
九
八
八
年
に

井
省
三
、
宮
尾
正
樹
、
坂
井
洋
史
、
佐

豐
の
共
譯
で
平
凡
社
か
ら
『
北
京
風
俗
大

』
と
し
て
出
版
さ
れ

て
い
る
。
本

は
平
凡
社
版
に
よ
っ
た
。

3
）

澤
田
瑞
穗
「
泰
山
香

考
」、
澤
田
瑞
穗
『
中
國
の
民

信

仰
』、
工
作

、
一
九
八
二
年
、
二
九
八

三
一
六
頁
。

4
）

范
恩
君
「『
碧
霞
元
君
護
世
弘
濟
妙
經
』
考
辨
」、『
宗
敎
學

究
』、
四
川
大
學
、
二
〇
〇
六
年
第
一
期
。
お
よ
び
任

愈

『

藏
提

』、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
一
四

四

一
一
四
五
頁
。

5
）
『
元
始
天

碧
霞
元
君
護
國
庇
民

濟
保
生
妙
經
、
太
上
老

君

天
仙
玉
女
碧
霞
元
君
護
世
弘
濟
妙
經
』、
藏
外

經
寫
本

輯
、
山
東

蒙
書
院
、
二
〇
一
四
年
。

6
）

同

。

7
）

同

。

8
）
『
元
始
天

碧
霞
元
君
護
國
庇
民

濟
保
生
妙
經
』
は
『
續

藏
』
隷
五
に
收

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
元
始
天

碧
霞
元

君
護
國
庇
民

濟
保
生
妙
經
、
太
上
老
君

天
仙
玉
女
碧
霞
元
君

四
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護
世
弘
濟
妙
經
』（
藏
外

經
寫
本

輯
、
山
東

蒙
書
院
、
二

〇
一
四
年
）
に
よ
っ
た
。

9
）

同

。

10
）

碧
霞
元
君
關

寶

に
關
し
て
、
車
錫
倫
氏
が

立
年
代
や

容
構

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。「

代
西
大
乘
敎

『
靈
應

泰
山
娘
娘
寶

』」、『
揚
州
師
範
學
院
報
（
社
會
科
學
版
）』、
一

九
九
三
年
第
四
期
。「
新
發
現

淸

南
無
敎
『
泰
山

母
苦

寶

』」、『
河
南
敎
育
學
院
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』、
第
二

八

、
二
〇
〇
九
年
第
一
期
。「
泰
山
天
仙

母
靈
應
寶

漫

」、『
民

論
壇
』、
二
〇
一
六
年
第
一
期
。

11
）

育
便
原

、
澤
田
瑞
穗

『
校

破

詳
辯
』（

敎
刊
行

會
、
一
九
七
二
年
）
に
「
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

」
の
項
が
あ
り
、

「
今
反
謂

敎

、
必
敬
奉
碧
霞
元
君
、
始
能
見
無
生
老
母
。

是
謬
以
無
生
之
位
、
反
在
碧
霞
之
上
也
。」
と
あ
り
、
無
生
老
母

が
碧
霞
元
君
の
上
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
言

さ
れ
て
い
る
。

12
）

磯
部
彰
「

代
敎
派
寶

の

學
故
事
と
淸
代
の
故
事
系
寶

と
の
關
係
」、
王
定

『
中
國
寶

國
際

討
會
論

集
』、

廣
陵
書
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
八
六

一
九
七
頁
。

13
）

車
錫
倫
氏
は
『
中
國
寶

究
』（
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）
に
お
い
て
、「
東
嶽
泰
山
女
神
｜
泰
山
老

」

と
い
う
項
を
設
け
（
四
三
三
｜
四
四
九
頁
）、
碧
霞
元
君
が
民
衆

の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
る

を
考
察
し
て
い
る
。

14
）
『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』、
張
希
舜
等

『
寶

集
』
十
三

、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

15
）

ほ
か
に
も
容
庚
は
「
碧
霞
元
君
廟
考
」（

剛

『
妙
峯

山
』、
國
立
中
山
大
學
語
言

史

究
書
、
一
九
二
八
年
）
に
お

い
て
、

炎
武
の

を
引
き
つ
つ
、
碧
霞
元
君
出
自
故
事
の

討

を
し
て
い
る
。

16
）
『
天
仙

母
泰
山
源
流
寶

』

一
、
馬
西
沙

『
中
華
珍

本
寶

第
一
輯
』
第
八

、
社
會
科
學

出
版
社
、
二
〇
一
二

年
。

17
）

澤
田
瑞
穗
『
修
訂
地
獄
變
』（
平
川
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）

に
は
、「
地
藏
と
目

」
と
い
う
項
が
設
け
ら
れ
、
佛
敎
の
故
事

を
中
心
に
地
藏
菩
薩
や
釋

、

な
ど
が
地
獄
に
示
現
し
て
、

苦
し
む
人
々
を
救
濟
す
る
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
寶

で
は
人

世
界
、
佛
敎
故
事
で
は
地
獄
が
舞
臺
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
ち

ら
も
神
佛
が
人
々
を
直
接
救
濟
す
る
と
い
う
基
本
構

は
同
じ
で

あ
る
。

18
）

『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
第
一
品
。

19
）

、
澤
田
瑞
穗
「
泰
山
香

考
」。

20
）

『
天
仙

母
泰
山
源
流
寶

』

五
。

21
）

た
と
え
ば
一
九
二
八
年
に
南
京
國
民
政
府
は
正
祀
と
淫
祀
を
定

め
た
「
神
祇
存
廢
標
準
」
を
發
布
し
た
。
こ
の
中
で
民

に
流
行

し
て
い
て
打
破
さ
れ
る
べ
き

信
の
神
々
を
淫
祀
と
分

し
、
碧

霞
元
君
は
こ
こ
に
分

さ
れ
た
。

22
）

『
靈
應
泰
山
娘
娘
寶

』
第
八
品
。
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Bixia Yuanjun (碧霞元君)Worship from theLate

Ming Dynastyto theEarlyQing Dynastyas Seen

from theBaojuan (寶 )

NINOMIYA Satoshi

In this paper,I would like to examinethestateoftheearlyfaith ofBixia

Yuanjun(碧霞元君)byexamining whoisdepictedintheBaojuan(寶 ). Bixia

Yuanjun wascreated from thelateMing dynastyto theearlyQing dynasty.In

previous studies materials from the mid-Qing dynasty onward, in which the

religioussituationwasalmostfixed,weremainlyused.Ontheotherhand,inthe

era beforethat it wasnotmentionedmuch in theconventionalresearch dueto

thelackofmaterials.Therefore,inthispaperIwillfocusontheBaojuanrelated

to Bixia Yuanjun,who was disseminated to the private sector. Some of the

Baojuanswerecreated as a scriptureoftheprivatecult,but theyall strongly

reflect thereligious situation ofthepeopleat that time.Therefore,using these

scripturesascluesIwouldliketoexaminethetransitionprocessoftheTaishan

belieffromEmperorHigashidaketoBixiaYuanjun,andthestateofthepeople’

sbeliefinBixiaYuanjunfromthelateMing dynastyto theearlyQing dynasty.


